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Organophosphorus@and@organonitrogen@pesticide@ residues@in@238@imported@crops@ were@investigated ， In 

fourteen〔inds｛f…rops ， residues｛f 9〔inds｛f｛rganophosphorus（nsecticides‖nd・ 

fungci   es@ were@ detected ． Concentrati   ns@ of@ organophosphorus@ i   secti   i   es@ (CHorpyrifos ， 

Ethion ， Methidathion ， etc ， )‖nd｛rganonitrogen’ungicides・ ， Triadimefon‖ndゝriadimenol)『ere 

between@a@trace@and@0.82@ppm@in@20@crops@and@a@trace@and@ 0.03@ppm@in@3@crops ， respectively ，   

Six@kinds@of@pesticides@detected@in@9@kinds@of@crops@are@regulated@by@the@tolerance@for@pesticide@residues 

by》he Food Sanitation´aw ， 0.04｝pm｛f‾ara-thion-methyl ， which has｜een‥esignated‖s a《pecified 

poisonous@substance@in@Japan ， was@detected@in@pimento@imported@from@New@Zealand   

Residues@of@these@pesticides@were@at@levels@lower@than@the@tolerance@for@pesticide@residues ， the@standard 

for『ithholding〉egistration｛f｝esticides（n゛apan ， the，oDEX［aximum〉esidue〕imits’or｝esticides｛r》he 

toerance@in@each@country ，   

Keywords  : 残留農薬 pesticide  residues,  輸入農産物 imported  crops,  有機リン系農薬 organophosphorus 

pesticides,  含 窒素系農薬 organonitrogen  pesticides,  収穫後使用 postharVestappllcation 

緒 
  
  実検方法 

食品流通システムの 進展により，世界中の 新鮮な農産 ] . 試料 

物 が我々の食卓を 潤す 2 6 になった．また ，輸入農産物 1999 年 4  月から 2000 年 3  月に東京都内の 市場等で購入 

は食品加工用原料としての 需要も大きく ，我が国におけ した輸入果実・ 野菜類及び穀類等 72 種 238 作物について 

る食糧確保の 面からもはや 必要不可欠なものとなって い 調査した．これらの 試料の内訳を Tablel に示した． 

る ．その一方で ，消費者からは ，これらの安全性，特に 2. m 蚕 対象農薬 

残留農薬に関して 不安の声が寄せられている．輸入農産 我が国において 食品衛生法に よ る残留農薬基準があ る 

物の安全性を 確保することは 衛生行政上の 最重要施策の 農薬及び原産地域において 残留基準値が 設定されている 

一つであ るりとの認識から ，著者らは継続的な 輸入農産 農薬などから ，有機リン系 41 種類及び 含 窒素系 18 種類の 

物中の残留農薬実態調査を 実施している ， -, 。 ). 本稿では 計 59 種類を選び，調査した (Table2). 

平成 11 年度に実施した 有機リン系農薬及び 含 窒素系農薬 3. 装仁 

の 調査結果について 報告する   Ⅲガスクロマトバラフ : ㈱島津製作所 製 GC-l4BP( 検 

，東京都立衛生研究所生活科学部食品研究科 169-0073  東京都新宿区百人 N@3  一 24 一 1 

*TheTokyoMetropolitan  Research  Laboratory  ofPubllc  Health 

3  一 24 一 1,Hyakunincho,Shinjuku-ku,To ㎏ 0,169- ㏄ 73Japan 
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Table@1.@ The@List@of@Investigated@Imported@Crops 

Vegetables 

Fruits 

Citrus4' 

Others 

Beans 

Mushrooms 

Nuts 

Oil@seed 

Cereals 

Tea 

Commodities 

CHcory(l)"@ ， Spi   ach[     ORENSOT'@(2) ， Tre Ⅴ     se(2) ， Bamboo@sprout Ⅰ   AKENOKO(@1) ， Carrot Ⅰ   INJIN21@(4) ， 

Garlic Ⅰ   INNIKU@Garli     stem@NINNIKUNoKUKir@(6) ， Leek Ⅰ   IKI](2) ， GngerL   YOGA(5) ， Onon 

Ⅰ   AMANEGI](4) ， WCsh@ono Ⅱ   NAGANEGI](l) ， S3sify Ⅰ   EIYOGOBO(2) ， Sh8   Ⅰ   t Ⅰ   SYAROTTO(l) ， 

CCeri   c(l) ， Okura(5) ， Pmento Ⅰ   IMAN2'(10) ， Pumpki   L   ABOCHA2'(7) ， Asparagus(5) ， Baby@cornl) ， 

Broccoli2'@(5) ， Sweet@corn2'@(l) ， CHnese@pea Ⅰ   AYAENDO(3) ， Stri   g@peaL   AYAINGEN2'@(3) ， Green 

soybean|EDAMAME(l) ， KUWAI(l) ， Mashed@potato(l) ， Potato31@(4) ， Taro Ⅰ   ATOIMOF@(l) 

27《pecies 84…rops 

Grapefruit4'@(8) ， Lemon4'@(6) ， Mandarin@orange4'@(2) ， Orange4'@(8) ， Sweetie(2) 5@species@ 26@crops 
ApDe4'@(1) ， Avocado41@(6) ， Banana4'@(7) ， Cherry Ⅰ   AKURANBO2'@(3) ， Chestnut[MUKIGURIID ， Cranberry21 

(1) ， Grape@ Ⅰ   UDO(4) ， KWfr0t4'@(6) ・ LtcH2 ・ 4'@(4) ， Mango4'@(4) ， Melon4'@(3) ， Papaya41@(5) ， Persi   mo@KAKI]41 

      ． PneapPe4'・ ， Pomegranate Ⅰ   AKURO4'・ ， Raspberry21・ ， Redcurrant2'・ ， StrawberrytICHIGo21・ 

Coffee@bean(@3) ， Marrowfat@pea(l) ， Small@redbean(l) ， Soybean[DAIZU](6) 

Matsutake@fungus[MATSUTAKE](5) ， Shiitake@fungus[SHIITAKE](4) 
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Almond(5) ， Cashew@nut(4) ， GINNAN(l) ， Pistachio@nut(4) 4@species@ 14@crops 

Sesame[GoMA](l) 1@species@ 1@crops 

Fou Ⅱ   KOMUGIKO(7) ， Corngrits(3) ， Corn@ fl   ur(2) ， Corn@ starcH   l) ， BuckwheatL   ENSOBA(4) ， 

Malt Ⅰ   AKUGA(7) ， Oatmeal(l) ， Rye@flourd) ， Wheat@brand) ， Wheat@meal(l) 10@species@ 28@crops 

Tea(7) 1《pecies 7…rops 

Total@72@species@238@crops 
1@)@ Values@in@parentheses@indicate@number@of@individual@samples   

2@)@ include@the@cut@or@frozen@commodity 

3@)@ precooked@frozen@potato 

4@)@ This@sample@was@analyzed@both@whole@and@flesh   

Table@2.@ The@List@of@Serveyed@Pesticide 

Organophosphorus@pesti   idC4l) 

azinphos-methyl ， bromophos-ethyl ， butamifos ， cadusafos ， chlorpyrifos ， chlorpyrifos-methyl ， 

chlorfenvinphos(CVP-E ， Z) ， demeton-0 ， demeton-S ， diazinon ， dioxathion ， dichlorvos(DDVP) ， dimethoate ， 

e4fenphos(EDDP) ， EPN ， ethon ， ethoprophos ， etrimfos ， fencHorphos ， fentrotHo Ⅰ   MEP) ， fensNfotHon ， 

fentHonMPP) ， fostHazate ， isofenphos ， ma Ⅰ   tHon ， mecarbam ， metHdatHon(DMTP) ， paratHon ， 

parathion-methyl ， phenthoate(PAP) ， phosalone ， pirimiphos-methyl ， phosmet(PMP) ， prothiofos ， 

pyraclofos ， quinalphos ， terbufos ， tetrachlorvinphos(CVMP) ， thiometon ， tolclophos-methyl ， 

tri   HorfoUDEP) 

Organonirogen@pesti   i   Cl8) 

bitertanol ， esprocarb ， fenarimol ， flusilazole ， flutolanil ， mefenacet ， mepronil ， metribuzin ， myclobutanil ， 

pacrobutrazol ， pendimethalin ， pretilachlor ， propiconazole ， pyridaben ， tebufenpyrad ， thenylchlor 

triadimefon ， triadimenol 

Total@ 59@kinds 

1@)@ Values@in@parentheses@indicate@the@number@of@individual@pesticide   

出群 : FPD 及びⅠ 丁 D) (3@ スクロマトバラフ 一 質量分析 計 : 円 nniganMat 

@) キャピラリーガスクロマトバラフ :Vahan  Assoc@  布 土製 TrackerTM  System,GCQTM  System,Hew@ttPackard 

ates Inc. 製 3400  ( 検出講 : FPD),  HNUR-Nordion 社製 社製 HP5973 

MICROMAT  HRGC-412  ( 検出群 : ATD), ㈱島津製作 (4@ 速 液体クロマトバラフ : ㈱島津製作所 製 LC6AD 

所製 GC-l7A  ( 検出 器 : FTD) (5@ 砕 器 : ㈲廣澤鉄工所 製 ダンシングアジテーター 
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4. 分析方法 び エチオン，アメリカ 産レモン，スペイン 産並びに オ一 

厚生省告示第 161 号 ( 平成 7 年 8 月 M4 日 ), 厚生省告示 ストラリア産オレンジからクロルピリホ ス 及び メ チ タ チ 

第 221 号 ( 平成 8 年 9 月 2 日 ), 残留農薬分析法⑤，増補 オン (DMTP), イスラエル産スウィーティーから 

残留農薬分析法㈲ ，田村らの方法 川 に準じた   DMTP がそれぞれ検出された． これらは例年，当該果実 

結果及び考察 よ り検出される 農薬であ る， - 回，過去 7 年間における 柑 

1 . 庄薬 残留実態 橘 類からのクロルピリホ ス の検出率は 7-30% で推移し 

輸入農産物 72 種 238 作物 中 14 種 ( 検出率 19%, 以下同 ているが，今年度も 23% でこの範囲内であ った，また， 

様 ) 23 作物 (10%) から m2 種類の有機リン 系あ るいは 含 農薬はいずれも 全 果から検出され ，耳食 部 であ る果肉 か 

窒素系農薬が 痕跡 (0.lppm 未満 ) 一 0.82pDm 検出され らは検出されなかった．これは ，上記農薬が 精油分に富 

た む 柑橘類の果皮中に 保持されたためと 考えられる "", 。 '   

Ⅲ果実 類 検出された農薬の 残留濃度は低いレベルであ り，いずれ 

果実 類 のうち農薬が 検出された試料についてまとめ ， も 我が国で定める 残留基準値，登録保留基準値，または 

Table3 に示した   国際残留農薬基準値あ るいは各国における 残留基準値 以 

柑橘類は 5 種 26 作物 中 4 種 (80%) 8 作物 (31%) か 下であ った． 

83 種類の有機リン 系殺虫剤が痕跡 -0.l5ppm 検出され 柑橘類を除く 18 種 58 作物 中 5 種 (28%@  8  作物 (14%) 

た ．アメリカ産グレープフルーツからクロルピリホス 度 から 4 種類の有機リン 系殺虫剤及び 3 種類の含窒素系 殺 

Table・ Pesticideヽesidues（n：ruits 

Sample Country 
No ， of 

No ， of Pesticide Residue Tolerance 

sample positive ① pm) (ppm) 
Cit 印 s 

Grapefruits@ USA 6 2 Chlorpyrifos Tr い 0 ． 311,  0 ． 331,  1.0 。 1 

(whole) Ethion 0 ， ㎝ 0.321,  531,  2.0% 
Lemon 

(whole) USA 6 2 Chlorpyrifos 0.02,  0 ．㎝ 0.311,  0.331,  1.0 。 1 

Orange 
(whole) Spain 2 2 Chlorpyrifos 0 ， 07,  0.07 0 ． 311,  0 ． 331 

Australia     CHorpyrifos 0.08 0 ． 31',  0.33',  0 ． 5 。 1 

DMTP 0 ・ 04 521,  2,1,  2 り 

Sweetie 
(whole) Is て ael     DMTP 0 ・ 15 y,@ 231 

Others 

Banana 

(whole) Ecuador 5 2 Btertanol 0 ． 03 0.511@  0 ． 531 

Chlorpyrifos 0.01 0.5'1 
Ph Ⅲ ppines  2 2 Chlorpyrifos Tr,  0.39 0 ． 5,1 

Diazinon 0.03 0 ． 121@  0 ． 53 

Pineapple 
(whole) Philippines  3   Triadimefon 0.01 0 ． 5,1J  2,   

Triadimenol Tr I3' 
L 什 bChi 

(whole) China 2   DMTP Tr 5 
Mango 
(whole) Ph Ⅲ ppines  4   Chlorpyrifos 0.07 0 ・ 51 

Persimmon 

(whole) Newzealand@ 2   P 田 miphos-methy@  O. ㎝ 1.011 
1・ tolerance’or｝esticide〉esidue（n゛apan 

2@)@ standard@for@withholding@registration@of@pesticides 
3・ Codex［aximum〉esidue〕imits’or｝esticides 

4@)@ tolerance@in@each@country 
5)@ Tr:@below@0.01@pom 
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菌剤が 痕跡 -0.3gppm 検出された．有機リン 系殺虫剤で 

はエクアドル 産及びフィリピン 産バナナからクロルピリ 

ホ ス が検出された．バナナからのクロルピリホ ス の検出 

率は今年度も 43% と高く，検出率及び 残留濃度とも 例年 

と同程度であ った ， -, 。 ， ．フィリピン 産バナナからはダイ 

アジノンが検出された．残留濃度は 食品衛生法残留基準 

値 (0.lppm) 以下であ り，耳食 部 であ る果肉からは 検 

出されなかったことから 喫食 上の間 類 はないと考える． 

その他，中国産ライチから 痕跡程度の DMTP, フィリピ 

ン産マンゴからクロルピリホ ス が検出された．今年度， 

初めて調査したニュージーランド 産の柿からはピリミホ 

スメチルが検出された ， 含 窒素系殺菌剤では ，昨年度に 

引き続き，エクアドル 産バナナから ビ テルタノール ，フ 

ィリピン産パイナップルからトリアジメホン 及びトリア 

ジメノールが 検出されたが ，残留濃度は 昨年度の調査結 

果よりも低く ，いずれも果肉からは 検出されなかっだ。 ． 

日本では特定毒物に 指定されているパラチオンやパラチ 

オンメチルが 例年ライチから 検出されているが 8- Ⅵ，今 

年度は検出されなかった． 

(2@ 菜類 

野菜類について 農薬が検出されたものをまとめ ， 

Ta Ⅲ e4 に示した． 27 種 84 作物 中 2 種 (7%) 2 作物 

(2%) から有機リン 系殺虫剤及び 含 窒素系殺菌剤が 

0.02-0. ㏄ ppm 検出された． 

中国産 サヤ エンドウからトリアジメノールが 検出され 

た． トリアジメノールはそれ 自体が農薬として 使用され 

る他にトリアジメホンが 植物体中で代謝され 生成するこ 

・とも知られている り ・今年度の検出 側 は 1 例だけであ り， 

残留濃度も国際残留農薬基準値の 1/5 であ ることか 

ら，いずれに 由来するものかは 特定できなかった．また ， 

Table・ Pesticideヽesidues 

サヤ エンドウから 比較的高 い 頻度で検出される ジメトエ 

一ト 及び昨年度検出されたパラチオンメチルは 検出され 

なかった．一方，ニュージーランド 産ピーマンからパラ 

チオンメチルが 検出された．残留濃度は 0 ， ㏄ ppm で食品 

衛生法残留基準値 (1.Oppm) 以下であ った． ADI 

(0.0l5mg/kg 体重 / 日 ) から換算されるこのピーマンの 

一日許容 喫 含量は，体重 50ke の ヒト で約 1gkg であ り， 

喫食 による健康被害は 現れないと考えられる． しかし 

日本国内で農産物への 使用が禁止されているこれらの 特 

定毒物が諸外国では 日常的に使用されることも 多いこと 

から 卸 ，今後も輸入農産物中の 農薬使用実態に 関する 情 

報を収集し残留状況の 推移を観察して い く必要があ 

る 

(3@ 類 ，キノコ類，種実類及び 茶類 

豆類，キノコ 類及び種実類の 12 種 42 作物について 調査 

した結果，いずれからも 有機リン系及び 含 窒素系農薬は 

検出されなかった．平成 3 年の調査で中国産ピーナッツ 

から ジメト エートが 0 ． 02ppm 検出されたが ，それ以後， 

検出 側 はない．平成 9 年度から調査している 茶について 

は，今年度初めてインド 産茶葉からエチオンが 検出され 

た (Table4). 検出量は登録保留基準値 (0.3ppm) の 

1/15 であ った． 

(4@ 類 

穀類の 1(M 種 28 作物 中 2 種 (20%) 4 作物 (14%) から 

4 種類の有機リン 系殺虫剤が 0 ． 01 ～ 0 ， 82DPm 検出された 

(Table4). フェニトロチオン (MEP) は食品衛生法残 

留農薬基準値の 4/5, 同じくピリミホスメチルは 

1/100 ～ 1/20 ， 7 ラ チオンは 1/50 ，クロロピリホ 

スメチルは国際残留農薬基準値の 1/33 であ った．麦芽 

から検出された MEP (0.82DPm) は比較的高濃度の 残 

in@Vegetables@and@Cereals 

No ， of No ， of Residue Tolerance 
Sample Country Pesticide 

sample positive (ppm) (ppm) 
Vegetables 
Chinese@pea@ China 3   

Pimento Newzealand@ 3   

Cereals 
Malt Canada     

France     

USA     

Wheat@meal@ USA     

Tea India 3 1 

1) Codex［aximum〉esidue〕imits’or｝esticides 
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Table@5.@ The@Influence@of@original@Country@in@the@Pesticide@Residues@in@Agricultural@Commodities 
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Asia 81 7(5) 2(3) 9(8) 
Oceania 28 3 ㏄ ) 0 3 ㏄ ) 

Europe 22 3(2) 0 3(2 Ⅰ 

Africa 3 0 0 0 

11 

11 

14 

0 

Total 238 21  (10) 3(3) 24  (12) 10 

1)@ Values@in@parentheses@indicate@number@of@detected@pesticides   

留 であ るが，これはポストハーベスト 使用によるものと 含 窒素系農薬では 3 種類の殺菌剤 ( ビ テルタノール ， 

考えられる 棚 ．麦芽はビール 原料であ り，醸造工程を 経 トリアジメホンなど ) が 3 作物から痕跡 -0.03ppm 検出 

て ビールとなる 褐 ．三宅らは数十種類の 農薬をピール 原 された． 

料 に添加しビール 製造工程における 残留濃度と各農薬 食品衛生法残留農薬基準値が 設定されている 農薬 ( ク 

の水溶性指標であ るオクタノール・ 水分配係数 (lo9  コ ルピリホ ス， ピリミホスメチルなど ) 6 種類が 9 種 

Pow) との関係を調べた．その 結果， 1ogPow 値が 4 以 (13%) 17 作物 (7%) から検出された．いずれも 基準 

上の り わゆる脂溶性農薬はビール 製造の各工程間で 全く 値以内であ ったが，特定毒物であ るパラチオンメチルが 

移行しないこと ， 1ogPow 値が 3 ～ 4 のものは若干移行 本年度も微量ながら 検出された・ 

するが，数段階の 製造工程を経ることによって 最終製品 残留農薬基準値が 設定されていない 農薬 ( エチオン， 

にはほとんど 移行しないことを 明らかにした 棚 ． MEP の QMTPP など ) 6 種類が 9 種 (13%) 9 作物 (4%) から 

logPowl 値は 3.5 であ ることから，麦芽に 残留した MEP が 検出されたが ，いずれも登録保留基準値，国際残留農薬 

ビール ヘ 移行する量は 極めて少なく ，事実上喫飯による 基準値あ るいは各国の 残留基準値以下であ った   

健康被害は現れないものと 考えられる   2. 地域別による 比較 

2. 地域別による 比較 有機リン系及び 含 窒素系農薬の 検出率はアメリカ 産 ， 

輸入農産物の 原産国を前報 "' と 同様に 5 地域に分類 アジア産，オセアニア 産及びヨーロッパ 産ともに 10% 前 

し 地域別に農薬の 検出状況をまとめ ， Table 5 に示し 後であ った．アフリカ 産からは検出されなかった   

た ．有機リン系及び 含 窒素系農薬の 検出率はアメリカ 産 

9%, アジア産 11%, オセアニア産 11% 及びヨーロッパ 本調査は東京都衛生局食品保健課及び 食品環境指導 セ 

産 14% であ り，全般に低い 傾向であ った．また，アフリ ンターと協力して 行ったものであ る   

力 産からはいずれの 農薬も検出されなかった．有機リン 文 献 

系農薬と含窒素系農薬の 両者が検出されたのはアメリカ 1) 「東京都における 食品安全確保対策にかかる 基本方 

産とアジア産で ，それぞれの 農薬の検出率はアメリカ 産 針 」 : 東京都生活文化 局 消費者部， UR し 

は 8%, 1%, アジア産は 9%, 2% といずれの地域も httP     ⅠⅠ www ， metro ． tokyo ， j   Ⅰ INET Ⅰ CHOUSA Ⅰ 1999 Ⅰ 

有機リン系農薬の 方が高かった． ヨーロッパ産及び オセ ㎝ /609453 ㏄． HTM 
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